
 

 

 

 

 

 

 

 
 

～ 校長室から ～   

10 月半ばを迎え、やっと秋らしい気候になってきました。緊急事態宣言は解除されましたが、

感染対策をしながらの学校生活は続いています。 

 そんな中、2日（土）には、体育大会が開催され、保護者の皆様にも、今年度はじめて生徒の学

校での活動を直接ご覧いただくことができました。今年も入場制限しながらの、縮小スタイルでは

ありましたが、子どもたちが頑張った成果は、しっかり見ていただけたのではと思います。子ども

たちは、競技だけでなく、準備に、運営に、応援にと、暑い中走り回りながら、楽しみ、緊張し、

精一杯動いていました。 

 後日の学級通信などからも、大きな行事ならではの達成感や新

しい発見があったことなど生徒の成長を感じることがありまし

た。「  」は生徒の感想からの抜粋です。 

 「リレー前にたくさんどうしたらいいかを話してバトンパスが

うまくいったのですごくうれしかったです」「私があまり得意では

なくて苦戦していたら取りに行くから安心して、と言ってくれた

りアドバイスをくれたりして本当に優しいなと思いました。本番では負けてしまったけど、自分的

にはよくできたと思ったのでよかったです。」「正直言って練習では心配への批判や文句が多かった。

だからみんなで喜び合ったのが一番楽しかったしうれしかった。」練習で声を掛け合い苦労したか

こそら感じた喜びは、忘れられないですね。 

 応援していての思いもいろいろありました。 

「席からみんなが応援してくれていたのでとてもやる気が出たしうれしかったです。」「接戦なのが

多くて、頑張っているのを見られたので楽しかったです。」「応援して思ったことは、みんな全力で

一生懸命で頑張っている姿はとてもかっこよかったです。」 

 他にもすてきな発見をした人がいっぱいいました。「今年もやっぱりはずかしかったけれど、共感

できる友達がいると気づいて少しうれしい体育大会になりました。」「声をかけあうとうまくいった

ので、声の力はすごいなと思いました。」 

 そして、3年生が一生懸命伝えやりきったソーラン、2年生からはこんな感想がありました。「さ

いごの種目ソーランはみんなとてもかっこよかったし、声が大きくてすごいと思いました。3年生

のソーランの教え方がとてもわかりやすく、そのおかげもあるし、次僕らが3年生のように教えら

れるかが心配だけど、教えられたことはたぶん忘れないので、次は教える番だと自覚していきたい

です。」「3年生は動きにとても迫力があってさすがだなと思いました。今年のソーランを踊りきれ

たのは、3年生のおかげなので、3年生のように教えられるように頑張ろうと思います。」3年生の

思いは確実に引き継がれていくようで、頼もしいです。 

 実は今年はソーランの練習一つとっても、感染対策を考えいつものようにはいかず、昨年以上に

制限を加えての練習になりました。ちょうど小中学校に感染が広がることを心配していた時期でし

たので、体育館では声出しはしないで、3年生から形や動きをていねいに伝授していました。グラ

ウンドに出ても、みんなで密に固まるような形は取らず、大きく広がっての演技です。やっと外で

声を出しての練習をしたのはもう本番も近くなったころ、そんな中での今年のソーランでした。い

かがだったでしょうか。 

後日、フェンス越しに見ていただいた地域の方から、「ソーラン、素晴らしかったですね」という

声をいただきました。入場していただけなかった方々からもそうやって温かく見守っていただいて

いることに感謝するとともに、五中体育大会伝統の演技を、今年もつないでいこうと頑張った生徒

たちに、拍手を送ります。 

～生徒指導から～  

2学期も半分が過ぎました。そろそろ衣替えの時期でしょうか。着こなし方について、防寒具に

ついて、また集会でお話させてもらいますね。制服、体操服、入り乱れて着ていませんか？ 

先日、兵庫県は神港学園に行ってきました。そこでとある先生のお話を聴いてきました。 

「人間力は技術（スキル）に勝る」 

たとえ身体能力に恵まれなくても、日々コツコツと頑張ることができる、がまん強く取り組める、

仲間と共に切磋琢磨することで、競技人生が終わった後も人間として成長することができる。との

お言葉をいただきました。その人のもつ「人間力」。目先の技術だけを追い求めるのではなく、もっ

と先の「自分はどうなりたいのか」に繋げていけたらいいなと感じました。 

 

～生徒会から～ 

10月６・７・８日の3日間、二色小学校と連携し赤い羽根募金活動を行いました。人権ボラン

ティア委員と生徒会執行部で協力し、あいさつ運動と兼ねて行いました。たくさんのご協力ありが

とうございました！ 

現在、文化発表会実行委員では、文化発表会に向けてプログラムを書いた

り、物品購入担当者を決めています。コロナの影響で制限のある文化発表会

になりますが、思い出に残るものを学級で協力して作り上げたい‼その為に

私たち執行部も劇で必要な物品を準備して販売します。みんなで五中の文化

発表会を素晴らしいものにしましょう。 
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